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　この研究グループは、日・米・露・ＥＵが共同して
いる国際バイカル湖掘削計画によって得られた過去数
万年間の高緯度陸域の気候変動を記録している堆積物
の解析から、ユーラシア大陸環境史を解明することを目
的として研究を進めています。また、不純物をほとんど
含まないバイカル湖水塊を利用して、宇宙の果てから
やってくる超高エネルギーニュートリノをとらえ、地球中
心核の物性と電磁気構造を解明することにも最近挑戦
しています。少し視点は異なりますが、地震津波によ
って陸上に運ばれた“津波堆積物“の地質学的研究か
らギリシャ・ミノア文明滅亡の原因を探る研究も行われ
ています。

バイカル湖を通してみる世界

鹿児島県喜界島の
サンゴ礁における調
査風景。水温塩分
センサーを設置して
いるところ。

造礁サンゴ骨格の軟Ｘ線写真を撮影すると、明瞭な年輪が
みられます。また、年輪に沿って酸素同位体比を測定する
と過去の水温変化が復元されます。
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バイカル湖における掘削位置と集水域の広がり-
バイカル湖は、ロシア・シベリア地域に位置している。そのバイ
カル湖底に堆積している堆積物のコア試料を掘削した位置とバイ
カル湖の集水域の広がりを示している。ここで得られた堆積物コ
ア試料の分析から過去のユーラシア大陸環境史を復元している。

エーゲ海で発生したミノ
ア津波（紀元前１５００年
前頃）の様子をワークス
テーションで数値計算し、
当時の津波の伝播経路を
復元した図である。

超高エネルギー
νニュートリノは、

宇宙の果てからやっ
てきて地球を貫通すると

きに地球中心核を構成する
鉄と衝突し、μニュートリノが生成される。この衝突反応をとらえることによって、
これまで地震波では捉えることができなかった地球中心核の物性と構造が解明され、
ダイナモ作用による地球磁場生成の理解に貢献することになるだろう。
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（前頁からのつづき）
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